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諏訪湖天然ガス鉱床調査報告管

本島公司締品田鍔二郎蝋牧 宙巳＿菅黄飴

R6sum6

1Natural　Gas　Depo＄its　on　t血e　Lake　Suwa，

　　　　　　Nagano　Prefecture

by

K：61i　MotOjima，Yoshijir6Shinada＆Shinichi　Maki

　　　Geochemical　surv⑳of　the　southem　region　of：Lake　Suwa　was　carried　out　on　the　economi－

cal　standpoint．

　　　Average　depth　of　gas　producing　wells　is我bout150m，ahd　the　mean　value　Gf　daily　pro－

duction　of　caging　head　gas　is　about20m3per　well　at　flowing「state，　Calolific　valhe　of　this

natural　g3s　is　about6，500k．cal／m3・

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　Total　daily　production　is　about2，000m3，which　is　used　as　an　industrial　a血d　donlestic

fuel．

　　　Presumed　regerves　of　t草is　region　may　be　estimated　about　Ax107m3。

要　　項

種類　　天然ガス地化学準精査

地域　諏訪湖岸より南東平野翫面積約26km2

調査依頼者　長野県知事，長野県地下資源開発研究会会

　　　　　　長

調査期間　　昭和27年10月16日より同月31日

調査者　　本島公司・品田芳二郎・牧　真一・　（名古屋

　　　大学理学部小穴進也教授，小山忠四郎助教授，松

　　　尾積士氏，中井信之氏，北海道地下資源調査所佐

　　　藤巌，齊藤筒志両技師の助力を得た。）

摘的　　湖畔天然ガス田の経済的開発に資する基礎資料

　　　をうるため。

1．　緒　　冨

長野県諏訪湖畔の天然ガスは・その開発の歴史・現在

の開発法および利用法，ガス鉱床の成因などからして，

本邦における第四紀暦中に胚胎するガス鉱床中で，特に

注目されるべきであることはすでに報告したところであ

る1）。

　著者等は昭和27年10月16日から31日に至る16日聞・長

　甚　長野縣資源調査研究会依籟調査　発表許可昭和28年5月

　懸燃　料　部
　弾榮技　術　部
　1）本島公司・石和田靖章，牧野登喜男＝“諏訪湖天然ガス鉱床の予察速

　報”．地質調査所月報第3巻12號昭和27鰍2月

野県知事および長野県地下資源開発研究会会長の妹託に

か㌧る甥地調査に従事した。この調査は，相前後して行・

われた地質調査所と名古屋大学理学部の綜含調査である

ところの，“諏訪湖天然ガス鉱床の地質学的ならびに地

球化学的基礎研究”との関蓮深く，本報告はその中¢）特

に経済的な一面を中心として作成したものである。

　上記の基礎研究に関する各種資料の集積は，現在まで

に相当量にのぼり，なお実験と分析とを実施中の事項も

多々あるため，本格的な総合報告書の執筆に先立つて，

この報告を草した次第である。

　このたびの調査中には，現地の諏訪ガス株式会瀧はじ

め，採ガス組合，上諏訪保健所などの方々に測定する坑

井の案内をわづらわし，また実験室は諏訪測候所の一部

を借用した。なお，調査の機会を与えられた地下資源開

発研究会会長，高橋純一信大学長はじめ，前記の方々に

深謝の意を表する。

2．調　　査　　法

　“ガス附随水法”による地化学調査2）を採用し∫現地

における各種の測定以外に．，地下地質に関しては諏訪ガ

ス会肚はじめ各所において掘難の仕事に従事して諏訪盆

地の地下地質にくわしい作井者からも資料の聴取を行な

2）現地調査にぽ名古陞大学理学部小穴…馳敏楓小山思四郎助激揺

　松尾積士氏，中井信之氏等のほか・北海蓮地下費源調査所佐藤巖乳

　齋藤爾志爾技師の助ヵを得拠。記して深謝の意を談するo
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地質調査所、月報（第4巻第9号）．
　　　　　　　　　　　　第1表長野県誠訪ガス田地

Location

No．

測点番号

Owner　of　Wel1

坑井所有者

Depthof
We11

（m）、

坑井深度

7N－1長野営林局保養所
70－2有限会杜大和工業
80－1菊　池　　卓

、9N4上諏訪保養所．
90－1共　 同　 井

90－2岩亀の．湯
10M－1諏訪ガス：K．：K・

10N4宮坂米作100－1宮坂武治11K－1諏訪ガス：K』K．

11Kr2　　〃　　〃
11K－3　　〃　　〃
12］［，一1　　　　　〃・　　　〃

11M－1　　〃　　〃
11N4　　　〃、　〃

11P4山　　 岸　　　 章

11P－2共同水12J4小　川　部－．落
12J－2有賀協同組合
12K4諏訪ガスK。K．
12K－2　　〃　　〃
12：L－1　　〃　　〃
12：L－2　　〃　　〃

12N－1宮r坂鴬門
120－1諏訪ガスK．耳．

131－1有賀協同組合
13K4諏訪ガスK．K．
13N－1：矢島善治
13P－1宮坂善一．郎
・141－1小泉儀雄
141－2中島美雄
14K－1小川ガス
14K－2　　〃　　〃
141L－1　　〃　　〃
14L－2　　　　　〃　　　　　〃’、

140－1不　　　　明
14P－1岩波英貴
14P－2　　〃　　〃

15J－1三，村忠治
15K－1・小川ガス
151，一1　　　　　〃　　　　 〃－

15L－2　　共
115M4飯　田　重　吉
1504、平林定雄
16L－1　　共
16L－2関　　　　’某
16M－1武　居　つ　ね
16M－2関　卓治
16N4一之瀬太平
160－1共　 同－　井

16Q－1飯島，共同井
17L4原　　　　伝
18Mr1，鳥沢共同水’
18N－1田1中八重吉
18Q4中，．洲　中学校
18S－1上　 フll　刃1　水

19N－1農協大熊出張所
190－1新　村　　湛
20R4上原吉之助
20：R－2宮川川水

　　54．0
　　90。0
　　32．5
　　38。O
N飢ur註I　F10w

120．0

151．0

178．0

96．5
165．5

209．5
178．5

174．5
187．5
ユ60，0

NaεuraiF10w

Naじur乱I　FIOw

Dia，of

Casing

（inch）

坑　径

3
2
2
21／2

11／2

2
2
1正／2

2正／2

21／2

2
2
2
2

169．0　　．2
168，0　　2
178．5　　2

172。0　1正／2
132．0　　2
147．0　　2

181．0・　2

76．5・　2

131．0

145．5
164．0

84．0
Natural　Flow

　　2．5
　160．0
　155．0
　158．5
　150．0
不　明
　　72．5
　　58．0

　1与5．0
　164．0
　114．5
Ca127

　141．5
　109．0
　　64．5
　　45．5
　　65．5

　　67．4

　　62．0
　　82．O
Nat．F。L．

　〃
　　33．0
　　23．5

Nat。F。L．

　　12．5
　　20．0

11／2

2
P
22

2
2
2
21
2
2
2

2
2・

2
2
11／2

11／2

2
2
2
2
2＋

2

2
2

2
11／2

Ageof
We11

一（Year）

坑井
年令

G哉17
　1
0a30

　1／2
40＋

1／12

1
3
1／2

13

7
8
1
3
8

21／2
1／2

10

7
5
6
4

10

10

4
10

3

　し　るむ

　4
　8
　8
　9

4・

6

5
8

10
10

5
10

4
10

4
4

18

17

4，』

不明

（）乱100、

　8

Depthof
Strainer
’F（m）

孔明管深度

ナ　　シ

ナーシ

Boro　Hole
　67～120
B．H．ナ　シ
127．5～178．O
B．H．

82．0～96．5

ナ　　シ

B．H．

155～168

ナ　　シ

54．5，110．0，

　180．0．

不　明
　123．5，
B・H127．5以下
B．H143～145．5

162～164

不　 明
，145附近
ナ　　シ
不　 明

ナ　　シ
ナ　　シ

不　 明

157．5～164，0

不、　明

不　明
　　〃
　　　
一58．0附近

67．0・〃
B・H51．0～62．0

下　端

下　・端
不　 明・

不　明
．下　端

Atmos．

Temp
（bc）

気　温
16．4
24．5
24．0
18．2
22．7

18．8

21．4
12．1
16．4
18，0

20．5
24．0
13．5
ユ7．6

19．5

22．0
17．7
15．3
19．0
19耗8

16．0
16．4
19，7

14，2

11．7

18．0

16．4
．13．2

16。8
ユ6．3・

11．7
22．5
20．0
22．0
17．7

11。5
12，6
12．6
13．4
15．5

，17．8

　9．3
14．2
17．6
11．7

13．8
14。1
13．3

17．45

17．8

13，3
1413

13．3
　8．7

19．5

13．6
11．25

11．0
18。1
16．7

Water
Temp
（℃）

f…flow．

水’温
13．1…
92．6…
51．0…
48．08。・・

16．2…

76．3・

19．8・

52．2・

80．7・

15．5・

18．5・

16．5・・

19．0・

23．1’・

24．4・

54．6・

12．5・

18．2・

19二4・

17．7・

14．8・

17．4・

15．7…

21．2…

20．7…

16．5…

19．0　1一・

25．7…
20．2…
14．5…

13．2…
21，3…

19．2…
19．2…
21．3…

23．0…
31．0…
26．8…
11．7…
19．0…

21．8…
21．3…
20．5…
38．5…
23．3…

20．7…
20．4…
20．4…

18．25…

18．25・。・

33．4…
11．5…
12．7…
15．8…
12．9…

23．3
14．2…
27．7・ρ

13．7－

14．2

Gas
Volume
（m3／d）

産ガス量

Water　．Gas
Volum－e　Water

　　　Ratio（nミ3／d）

水　量ガス水比

32一（578）

0　　　1．o
c＆3P　　　　73．2

0．OA　4．6
0．OA，17．5

0，00A

22．8
11．9　・

0．A
37．8

26．2
37．3　・

32．2
11．8
7．2

？

0
33．吾

26．2
50．7

218
3．3

o．oooA

5．2

0a2

7。9

8．9

3．O

Oa2

0
0　，

σa5．5

14．0
9．0

4．5

Ga1．5

σa1．0『
Ga1．5

0
5．5

7．5

7．8

c乱0．3

0．OA
4．9

’0

σaO‘2

0
0．00A
O’

0．00A

O
O
O．OA

，0

0
0
0

20．7

12．3＜

32．8
71．8

26，2
59．2

40．’0

73。9
50．8
65．6E

11．8
Ca15

23．2

34．8

Ca100

11．2
Ca22。5

32．6
23・亀，

18．9
16．6

Ca20．0

29．2
44，9

　4．3
31．3
61．6

’
1
9 ．7

18．7
19．7

　3．〔1

　4．3

16．1

Ca5
0a12

75．3
7．9

　0
1：2．4

1：1．9

1：1．0
1：2．2

　0
1＝2．6
1：1．9
1：1．3

1：3．6

1：3．0

1：11．6

1：2．2
1：’1．6
1・：3．6
1：5．3

1：18。9
臼1：11．o「

1：3．6

1：3．9
1：5．8
1：14．5

1：12．6

1＝93



　　　　　　　　　　　諏訪湖天然ガス錨床調査報告

化学調査資料（1952．10測定）

（本島公司・品田芳二郎・牧　真一），

Colorof
W3ter

水　　色

無　　透
無　　透
無　　透

極淡褐
無　　透

無　透
極淡黄褐

極微褐
無　　透
淡黄線
極淡線黄
　しロ　

極微黄褐
　　　
極微緑黄

無　　透

　　
淡黄褐
極淡緑褐

淡黄線
淡　　褐

淡黄褐
淡線褐
淡線黄
淡黄褐

淡線黄
淡線褐
淡線黄
淡々褐
無　　透

無　　透
淡黒緑褐

淡緑黄
淡黄褐
淡黒蒜褐

淡緑黄
淡　　褐

淡線黄
無　　透

淡緑黄
淡黒黄褐

淡緑褐
　　　

淡黄鵜
淡線黄褐

淡々褐
淡緑褐
淡々褐
淡黄褐
無　　透

無　　透

淡
無

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

褐
透

pH RpH

6．8　7．1

7．3　7．5

7．517．4
7．2　7．6

6．7　7．9

7．4－

6．8

7．4

7．5

6．9

6．7

6。8

6．9

6．8

6．8

7．4

6．9

6．9

6．8．

6．8

6．5

6。7

6．0

6．8

6．7

6．7

6．6

6．8

6．6

7．4

6．2

6．7

6．8

6．7

6．8

6．5

6。7

6．5

6．8

6．7

6．6

6．7

6．7

6．8

6．7

7．0

6．9

7．0

6．8

6．9

7．2

7．0

6．3

6．5

6．9

7．3

6．6

7．6

6．5

7．4

7．7

7．3

7．9

7。8

7．5

7．3

7．4

7．3

7．5

7．4

7．7

6、8

7．3

7．4

7．4

7．3

7．2

6．7

7．3

7．4

HCOゴ
mgノる

bytit．

44．1
63．2
51．4

494

29．4

654
537
162

1540

786
867
654
566
552

　66．2

686
727
998

1630
611
346

167

961

742

706
367
703

　35．3

　83．2

677
831
558
511

1710
497
784

　89．6

639

735
448
250

　97．2

537

162
464
218

174

　85．3

256
109

　83．2

576
144

　57．6

　51．2

192
128

　64．o

Free

・mg／L

by　t

　4．・4

co311，8

co37．4

　28．6

　2．2

55．0
17．6

　8．8

300．4

127
192

55．0
55．0
55．0

11．0

52．8
119
127

226
104
139

75，0

64．o

138

77．0
59．5
72．6

2．2＞

13．2
112

129．5

60．5
49．5

139

52．2
85．8

　4。4

95．0

115

72，5
50．6
17．6

104

13．2
28．9
13．2

28．6

10．0

　4．4

　4．4
　1．8

64．5
　3．3

0．3＞

　4．4
　2．幽

11．0
1．3＞

C：L－

mgノ：L

NH4＋
mg／L

15，0　　0．27

318　　0．80
77．5　　0，89

57．0　　2．76

35．o「　0．48

72．5
164
298
155

82．5
55．0
52・．5

42．5
55．0

188

20．0
20．0
26．0
57』5

82．0
118
10。0

65．0

103

23．0

27．5
112
169

　3。0

24．〔）

　5．0

50．0
65，0
16，0

132
112
187

　6。0

27，5

76．0
55．0
82．0
94．0

30．0
19．0
37．0

16．0

15．0

58．5
　4．0

　5．0

16．0
10．0

12．0
　6．0

64．0
　7。0
　4．4

8．44
2。32
2．0

44．0

23．1
23．9
5．64
2．0

6．77

2．55
0．17
9．50
3．Oo

15．9

46．5
15．o
tr．

19．4

5．Oo

10，（〕

12．0
2．，1（〕

7．20
0．Oo

O．Oo
6．80
7．70

17．o
『
t

r．

13．2
2．90
6．90
0．OD
7．10

8．50
7．40
3．80
1．10

11．3

1．70
0．70
2．80

2．06

1．Oo

1．50
0．Oo
O．Oo
O．70
tr．

tr．

tr．～

1．Oo
O．Oo
tr．

Minute　A埠ount　Gases至n　Casing』

Head　Gas　analysed　by　Detector
Tubes・（VoL％）坑ロガスの微量成分

’
H
，
siNH3

0．00008

0．00007
0．00010
0．00006
0．00000～

0。00000～

0．00013
0．00006
0．00010

0．00000？

0．0014

0．00005
0．00000～

0．00005
0．00000
0．00000

0．00010

0。00000？

0．00005

0．018

0．00001

0．065

0．00008
0．0006

0．017

0．00000
0．00035

0．0002

0．015＜
0．00018

0．00005

0．0

0。0

0．0

0．0－

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0～

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．O

O．0

0．0、

0．Q

O．0

0．0

0．0

0．0

CO

0．00

0．00
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、つた。また，これら既存の地質資料と併行して，新だに

試錐した地質調査所渋崎FR－1号井の新資料も活用した

ために，地下地質に関する精度を向上させることができ

たのは幸であつた。

3．調査地域

　諏訪湖の南東に位する平野は，・諏訪市・湖南村・永朗

村5宮川村などに属するが，そこにはガス井，温泉井，

地下水井が数多く作られている。この度の調査は，前記

市および村に属する地域で南西一北東方向に最大約4k颯

北西一南東方向に約6。5kmのほ野三角形で面積約26k：m2

について行われた。当地域の北東隅には上諏訪の温泉地

があり，交通至便である。調査地内には第1図に示す

測、点を配列し，．その

測定値は第2表に示

されている。

安山岩・御坂相などの火山成因の岩石を主としている。・

盆地の下底何mにこれらの岩石が存在するかということ

は，地質学的に推定することははなはだしく困難である

が，松山基範博土の重力調査結果からの推定によると，

渋崎方面へ深きを塘し，そこでは大略地表面下約450m

といわれているが，同方面における昭和27年の掘墾にか

＼る地質調査所¢）R－1号井に溶いても，深度』371m迄

は完全に第四紀層であった。

　調査地域北西部の第四紀層は主として粘土，砂の互暦

からなり・時に礫暦をはきむ。含砂率は200m位までは

50％以下のようであり，粘土中にほ植物破片や有機物質

・が多く，また藍鉄鉱も興味ある出現を示している。岩石

の粒度は総体的に下部に粗であり，このことは地暦の電

6

4．地形および地質　7・

　調訪盆地は総面横　8

約50km2あり，そ

の中で湖の占める爾　g。

は約1415km2，北西

平野が約10k魚2，南10

東平野が約26km2で
ある．横河川と砥川11

等は前者にあつて砂

一礫粘土暦からなる扇ノ2

H　　l　　j　　K　　L　　M1　『N．　O　　P　　Q　　R　　S　　T

　　　　　　　　　　　　5’6
　　　　　　　　　　　　　7～・1
　　　　　　　　　　　　　5t5　70一〆

　　　　　　　　　　　　　　o黎

／

上大切である．

盆地周辺の山地は

m1000　　500　　0 1 恥

第1図諏訪湖天然ガス鉱床調査図測点位置図（昭和27年10月測定）
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気比抵抗に明らかに現われている。一これらの地層中には

顕著な軽石暦が1暦あるので，それを鍵暦として，第四

紀暦の地質構造をみれば，第1図の六斗川川口の測点番

号11K：一一1に向かって東，南，西方から傾斜していて，

その傾斜の急な部分では8。前後に達する。

　　　　　　　　あ・坑井の深度別分布状況は，，島崎一文出一小川以北にお

・いて150～200mのものが多く，田辺一下金子一飯島方

面では8ρ～35mと浅くなつている。文出附近では水

量，ガス量ともに少なく深井戸は存在しない。

5．天然ガスの産状

天然ガスは地下水と一諸に竹管井から自噴してくる。

その現状における産ガス量の地域的な分布は第2図に示

されるようであっで，1坑当り日産ガス量10m3以上

の井戸の存在するのは・湖岸に近い約600mの巾の地域

　　HIJKL凹村O

と，小川一有賀附近とにあおが，その面積は約2km2に，

過ぎない。4坑当り日産ガス量1m3以上の部分は，約、

5．3km2ある。

　この分布図で特に注意を要するのは，丈出r下金子を

結ぶ線上に産ガス量のきわめて少ない地域の存すること

である。そこでは，比較的砂礫暦がよく発蓬しているよ

うであり，非含ガス水塊が存在している。このような地

下地質のもとにあつて，以上の性格を示す原因として

は，初生，ポテンシヤリティー（initialpotentiality）

が低かつたことのほかに，比較的勢力の弱い被圧地下水

の南東方からの浸入があるため，現可測ポテンシヤリテ

ィー（Prpsent　abservablepot餌tiality）が低下してい

ることが考えられるのである。

　坑口における永ガス比（Watβr－gas－ratio）の地域的

分布図は第3図にみられるように，2以事は湖岸近くの

P　　Q　　R　　S　　T　　ごとく僅かの面積に

6・

7

8

9

10一

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

　　　　　　　　　　　　　　　嵐　’＜．

　　　　　　　　　　　　　　　　　竃7

露煽、・，1騰．

　　・ご、　＿護鰻1、砺．
　　　　　　解∵一㈱，欝

　　　　　　　　　　・轡鐙“，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N～・織＼

第2歯　諏訪湖天然ガス鉱床調査図抗井産ガス量分布囲　軍位；n3／d／w自噴（昭和27年10月測定）
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おいてみられるにす

’ぎない。産ガス量1

坑当り日産1m3以

上の所では，ガヌ水

比も大略理論値に近

い。

　垂直的には深度

250mを越えると，

産ガス能力が急減す

る特徴がある。

　　6．天然ガスの

　　組成とその分知

　第四紀層中で生成

され，かつてそこに

保存されている天然

ガスは，産ガス能

力の大きいところ

で獄坑ロガス中の‘

CO2，CH在の占める

割合が大きくなり，

通常CO25～20vo1

％，C瓢80～90v・1

％前後に蓬すること

　カ∫珍らしくなく，　こ

　のような場合にはガ

　ス水比も理論値を上

　廻ることカ∫多い。　こ、

，、れに反して，ガス田

　の周辺部においては
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1N2％が増加し130～70vo1％に及ぶ。

　きて以上の緯成分布を当地域で求めてみるならば，湖

岸に近い部分ではCH485％以上，南真志野一高島城跡

を結ぶ北西ではCH480％以上である。cO2．は湖岸で10

％以上，産ガス量の大きい所では7．0％以上で，比較的

CO2が多い。

　この地球を特徴づけるものにH2Sがあるずこのたびの

調査には北川式検知管（DetectoゴーTubes）を使用して

みたが，H：2Sに関する限りでは成功であつた。H2Sは小

川附近の坑ロガス中に多く，最大3．5vo1％に達する

が，附近の坑井においては大略10－3vo1％程度が含ま

れている。なお上諏訪温泉ガス中のそれは10－4vol、％

前後であり，前者との聞に明らかな量的相違がみられ

た。

　ガス中の微量成分としては，このほかNH3，CO2，

Cn甘2n＋2，CnHmを測定したが，ごれらの存在は明らか

でなかつた。分析法上の欠陥はあるが，明らかにその精

度以内で存在が確認されなかつたことは，鉱床の特性を

決める本では，看過し得ない大切なi資料ということがで

きる。

7．地下水について

　上諏訪の温泉は∫水温とC1口の正相関型の温水量が多

い特徴があつて，この温泉水は70－1によつて代表され

る系統のものと3），代表的な沖積層の水であつてしかも

水温の高いものとに2分きれる。この2型は，それぞれ産レ

する確岩に地質的な大差があるようであるので，現在詳

細を研究中である。しかし，前：者の型でも時にCH450％

6

7

8

9

・10

11・

　　　　　　　　　　　　講

　　　論』』♂灘．

†

鄭図諏醐天勲ス鯨踏図坑叱謝る水ガ鳩WG瓦分布図（昭和27年、。朋唖定）！

　　　　　　　　　　　　　　36一（582）

前後のガスを随伴

することもある

が，その時には水

温も70～75。C以・

下となり，上暦の

影響をうけたと思

われるものが多く

，後者の型では，

水は褐色を帯び，

化学組成も明らか

にガス附随水の性

格を示してくる。

この，温泉とガス

との重複する地域

は，水質によつて

よく夢襲定される

が，大略片倉館か

ち高轟城跡に至る

所がこれに相当す

る・このよう塗所

では，ガスは上暦

に，温泉は下暦に

顕著であり，成因

上注目きれる。

　地下水の詳細な

分析結果は第1表

に譲ずるとして』、

順家簡単に測定項

目の特徴について

3）いえ〉ゆる処女水に

近いと推定される型の

ものo
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述べてみる．

①水量径2吋級竹管井で自噴の場含に最大日産70m3

　前後を示す♂湖岸では水量が多くて臼産40～50m3に

　達するが，、一方南方の清水地区の井戸では，日産10～

　20m3程度で，前者より若干量は少ない。

　　　　　　　の　自噴水位はほとんど地表面すれすれ，または地面下

　1～2m裡度である。

　代表的温泉井70－1では日産約70m3の湯を自噴し
　ている。

②水温諏訪市街の温泉地セは50。C以上を示し，最

　高は93。Cである。この外温泉は幅島一赤沼一下批附

　近に蓬するが，それらも，順次南すると3go一330－

　280Cと水温は低下する。

　　このほか20。Cを越える地域は小川南方のガス地帯

　にある。南方の清水地域では13。C前後であり，」方

　ガス量の少ない小川r下金子の線では18－200C以下

　で，他の産ガス地域よりも水温が低いことけ注目され．

　る4）。

　地温増加率は渋崎附近で30mにつき1。C前後であ

　り，赤沼附近では3・5mにつき1。Cという測定結果

　が得られている。

③　水色　代表的な温泉水と清水は無色透明であるが，

　ガス地帯の温泉とガス附随水は淡黄褐緑色を示すもの

　が多く。また小川附近の水1こは黒変するものがある。

　着色の原因は溶解悔有機物・鉄・硫化鎌である。

④　P血およびRp耳　産ガス地帯の水の多くはpH6．8

　前後であつて，地域差が少ない。温泉水は7・3～7・4

　前後を示す。I

　　RpHはガス地帯で7．3～7．5位であり，温泉では若

　干高く，7，4～7．9位の値を示す。

⑤　HCO3一およびfreeCO2HCOゴは，ガス地域で500

　mg／L以上を示し，湖岸では800mg／Lに達する・温泉

　は50～60mg／L前後で明らかに両者は相違する。清水

　では100～150mg！L前後を，また山の流水は50～100

　mg！Lを示している。HC63一の量と分布状況は正規型

　鉱床である。

　　freeCO2はガス地帯で70皿9／L以上を示していて・

　地のCO2の多いガス田とほ穿匹適している。

⑥C1一諏訪市街培から編島を結ぶ以東の地域におけ

　る水には，いずれも100mg／L以上含まれ・このほか水

　温の高し1・小川ガス地帯と下紅附近では50隅／Lを越え

　る。周辺山地の水は3～20mg1Lで・南部の自障清水

　では7～10皿9／L前後である。この分布は温泉とガス・

4）本島公司，、牧野登喜男、牧眞一，望月常一：“北海道岩見濯幌向附

i近天然ガス調査報告”　昭和27年・北海道地下資源調査報告

　との影響を考慮する時に大切である。渋崎では深度

　260m以下の水には3mぎ／L以下であつた。

⑦NH4＋5）この地域のNH4＋については，岡谷工高

　校で調査した資料がある6）・当地では肥水として地下

　水を利用している。’

　ガス地帯では最高46，5mg／Lが測定され，．産ガス地

　域においては2mg！L塚上を示し，湖岸，小川南方，福

　島北方では特に10mg／Lを越えている。温泉中には0。5

　～2・5，皿9／Lなる値が得られ・少ないながら：N興＋が存’

　在してい『るのは，上暦との接触現象を考えるときに注

　目されてよい。南西山脚の水および南東の伏流水には

　0，00～痕跡である。

8．本ガス鉱床の特性

　このガス鉱床は周辺山地の地形急峻の割合には第四紀

暦の驚くべき厚き（371m以上）の中に胚胎きれ，しかも

稼行可能と思われる深度は，100～250m附近に達してい
『
て
，
本
邦
各

地の第四紀璽ガス田としてはもつとも深くま

で存在するものの一つで，わずかに山形盆地のガス田に

おいてこれに近い数値がみられるだけであつて，経済的

には有利である。『

　本鉱床の地域的拡がりはかならずしも大きくなく，ま

た：丈出一下金子を結ぶ線を甥としてガス鉱床が南部では

2分きれているが，湖岸では急激に含ガス状況が変化し

て両者が合するようであるので，ガス田の低ポテンシヤ

リティーから，高ポテンシヤリティーに移化する平面的

巨離に大差が認められることは，諏訪盆地全鯵のガ冬ど

してみる時に，岡谷の扇状地も考慮せねばなら諏ので大

切になつてくる。

　ガス質から言えば，本ガス田は比較的若年的7）な葺ポ

テンシヤリティーのものに相当する。　また水中のfree

CO2やHCO3一，NH4＋にしてもそうであるが，ガスの産

量は湖岸を除いては大して大きいものはない8）。その原

肉は静水圧の低いこと，硝岩の滲透率の小さいこと，ガ

ス水比の小さいことに起因し，そのよつて』くる原因の多

　くは本ガス田が明治30年代からの開発歴史をもつている

ことと，稼行可能面積が比較的小さいことにあると考え

る。すなわち稼行速度にガス鉱床の平衡が追いつかない

例であると考えるのである。

　温泉は分ス田に対して現状では大きな影響はないらし

く，渋崎方面ではほとんど温泉の影響がみられない。温

　5）空気蒸溜法で分析し拠値

　6）亭林友一3“肥水の麟究’，

　　岡谷工高，校友会誌　VoL29．昭科25年2月28日発行

　7）4）楚蓼照
　8）北海道塀見罷幌向では2吋竹管井で1坑当り日涯ガス量50～300m3
　　を示し，1坑当り日産ガス量50m3をこえる井戸は珍らしくない
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泉とガス暦との重複する地域は巾約500m節後であつで

大きなものではない。

　H2Sは小川附近の深度150～160mに顕著であるが，

その附近ではガス量は大して多くなく「，またガス水比も

理論値を割つている。その廓因については同下研究中で

ある。

9．開発に関1する事項

　，以上に述べたことから，可採地域の面積は大略5．3km2

あり，可採深度は100～250m前後であるので，その推

定飽和埋藏量は1，000万m3単位となる。なお，こ、に問

題とすべきは，岡谷市における試錐の結果であつて，北

方平野でも稼行しうる可能性ぞ示す程度のポテンシヤリ

ティーを示すガス鉱床が存在するらしいことである。諏

訪湖ガス鉱床のひろがりが，諏訪湖底を通じて岡谷市に

室るほど大きいとすれば9），その推定飽和埋藏量は億m3

単位となるdこの時には湖北，湖南，湖中を通じて，単

、・一開：発（ScientifiC　Unit　C・ntr・le）をなすべきである．・

このガス鉱床は滲透率もあまり大きくないようであるの

で，一応現在の開発法で採用している誘導自噴法は，こ

こしばらくは合理的であるが，その水位変化と水量，ガ、

ス量，C1『量，水温の変化は注意して測定し，次の開発

段階に強力な動力揚水を操用するこξの可否に関する到

断の基礎資料とするべきである。

　このたび探用した地下水法地化学調査は，鉱床を垂直

的にまた平面的にほとんどその平均値的測得値で解析し

てゆくものであつて，個々の坑井の時聞に対する特性は

現場技術者において把握きるべきものである。一坑井に

、おいても，その出水暦2変移，または同一出水暦の変化

などによつて，長期測定値は，第四紀ガスに関しては相

当に変動するものである。これらの基礎的な仕事を続け

るならば，．ガスの地下における移動集積も漸次解析でき

るから，実測値を基礎とした合理的開発法が樹立きれる

9）南東部にけける地下茸鷹騰造や，湖中におけろガス徴岡谷試井等

を考慮して。

可能性がでてくる。

　現段階では湖岸に近いところに採ガスの主力をおくよ．

うに良井を配列レ，ストレーナーはあまり長く挿入せず

に各層別（た黛し単厨でなく、ても可）のガスおよび水の

ポテンシヤリティーを把握するようにすることが望まし

く，さらに250m以深の井戸は試験井以外の目的をもつ

た採ガス井としては作る必要度がきわめて少ない。

　諏訪温泉地との相互干渉については大きな問題はない

．と考えるが，一応水温，C1一の定期的な測定を行つてお

くことは望ましい。

　諏訪湖の主として漁業に対するガス附随水の．関係で

1は，この湖が正規調和型富営養湖であり，周辺の受入量・

も大きく，かつ底沢の酸素潰費なども大きく，ガス附随

水の分析表に示される数字からすれば，漁業方面には好

影響のあることは期待きれても，害を及ぼすことは考え

られない。

　従つてこの諏訪盆地全体を立地的背景として，このガ

ス質良好にして1m36，500キ．ロカロリー以上の発熱量を

もつ天然ガスを積極的にかつ合理的に開発するための努

力はなさるべきである。たyその場合には上記した諸項

目には注意して，観測を行うことを怠つてはならないと

考える。

10．結　　語

　諏訪盆地には諏訪市・岡谷市・下諏訪町等の中小都市

が接近しでおり，天然ガスの経済的な価値は大きい。こ

のだびの調査によつて，諏訪湖ガス鉱床特性の一端と，

開発指針の一面とが到明したわけであるから，これにの

つとつて積極的にガス開発に力を致してもらいたい：希望

である。

，綜合研究報告書に先立つて執筆したので，今後の研究

結果によつて補訂されることは明らかであるが，以上を

報告とする家第である。　（昭和28年2月稿）
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